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ゴム製品への静電気対策を可能にする、 

   「ビオミセル BNー１０５、１３００、」を使う 

練り込み型帯電防止剤 ・ 製品類のニュース 
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２０１７年 ６月 １５日 

                                          株式会社 ボロン研究所 

                                          Email  ； info@boron-labo .co.jp  

 天然ゴムの利用から始まって、現在、各種産業での役割や人間生活の面で世界的に大きく貢献している共

役二重結合物質の重合体からなるジエン系合成ゴムやＥＰＤＭおよびポリウレタン等の高分子弾性体は、需

要量の多さに比べて、帯電防止性能を具備した商品として使われている物が非常に少ない状況にありました。 

 

 それは、今まで静電気対策を行う必要が無い用途が大半であったことに関係しているのですが、今や電子産

業の発展によってＩＣ機器が広く生活環境の中にまで浸透している時にあって、ゴム製品が他の高分子産業の

生産物より絶縁抵抗が低いとは言え、表面に滞留した静電気が悪影響を及ぼすことは同様であり、その心配

を無くすためにも、用途により、帯電防止性能を付与した物にすることが真剣に検討されるようになってきました。 

 

 しかしながら、従来、導電性カーボンや金属粉を混合させた製品とする以外、静電気対策型ゴム商品を有

効、確実に製造する信頼度の高い手段を見いだすことができませんでした。 

 

 当研究所では、弾性構造体により親和し易い有機物だけを少量使用して、効率良くゴム商品に適切に帯

電防止性能を付与させることを目標として、独自な内部練り込み型帯電防止剤の研究、開発を行ってきまし

たが、ここに、長期に亘って基礎研究してきたボロン（日本名；ホウ素）の固有の結合状態の解析に基づき、半

機性有機ホウ素化合物を出発物質とする幾つかの新規な帯電防止剤を誘導することに成功しました。 

そのゴム製品用特殊帯電防止剤類をご紹介します。 

 

 

《  紹介する 製品名  》   

① ゴムラテックス用・ 帯電防止剤  「 ビオミセルＢＮ－１２７ 」   

② ゴム溶液用・ 帯電防止剤     「 ビオミセルＢＮ－２１００ 」 

③ ＥＰＤＭ用・ 帯電防止剤      「 ビオミセルＢＮ－１０５ 」の 応用技術 

④ ウレタンゴム用・ 帯電防止剤   「 ビオミセルＢＮ－１３００ 」の 反応型製品 

⑤ ＳＢＲシート用・ 帯電防止剤  「 ビオミセルＢＮ－１０５ 」の 応用技術 
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《  製品の詳細 説明  》 

①  

１－１ ビオミセルＢＮ－１２７ の性状      

    外観     ： （ ２０℃ ）淡燈色ペースト状、       

    媒体水分  ： ７０±１ ％  

    ｐＨ  （ ３０℃，１％ ） ： ７．５～８，５ 

    溶解性 ： アルコール、ケトン類に易溶、水に安定分散、 

１－２ 使用例 （ ラテツクス からの試作品引き抜き加工 ） 

    素材製品のＮＢＲラテックスを常温下に撹拌している状態のところに、６０℃に加熱、融解させたビオミセルＢＮ－１２７を

適量添加し、５～１０分混合させた後、成形型を用いて引き抜き付着させた物を熱乾燥させて、帯電防止性能付与商

品として完成させました。 

 

１－３ 帯電防止効果の測定結果 

     耐油性、耐摩耗性に優れ、また、機械的強度があるニトリルゴムはシール材として欠かせない材料であるが、ここで、帯 

  電防止性能付与を必要としている用途としては、クリーンルームやそのほかのＩＣ機器が周辺にある場所で使う特殊手袋が 

  代表的です。 

   以下にＮＢＲ製手袋が、ビオミセルＢＮ－１２７によって首尾よく帯電防性能を付与した新商品として製造されていること 

 を、表面抵抗率の低下観測で調べた結果を示しました。 

 

○ 測定条件            ２３℃ ，５０％ＲＨ下に測定試料を４８Ｈｒ靜置 

○ 表面抵抗率の測定方法   シムコジャパン㈱製 ＳＴ－４型表面抵抗計 を使用 

   ○ 電気特性改質結果 

対 象 測 定 試 料 （ラテックスからの成形物） 表面抵抗率（ Ω／□ ） 摩擦帯電性 

ビオミセルＢＮ－１２７無添加のＮＢＲ手袋 ＞１０１３ 有り 

ビオミセルＢＮ－１２７ ２．５％複合ＮＢＲ手袋 ２．０×１０９ 無し 

 

   ★ ビオミセルＢＮ－１２７の電荷漏洩機能成分がＮＢＲラテックス中のポリマーマトリックスと適切に親和した状態のまま、

商品の手袋の加工工程に移行して、目的とする帯電防止性能付与物を誘導するという有益な手法が確認できます。 

 

 

 ゴムラテックス手袋用・ 帯電防止剤、 「 ビオミセルＢＮ－１２７ 」 
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②  

                              

２－１ ビオミセルＢＮ－２１００の性状 

★ 外観 （ ２０℃ ） ： 黄褐色軟固体         ★ 水分 （カールフィッシャー法）  ： １ ％ 以下 

   ★ ｐＨ  （ ２０℃，１％懸濁液 ）： ７．５～８．０    ★ 融点   ： ４８±２ ℃  

   ★ 溶解性 ： アルコール、エーテル､ケトン類に易溶、 芳香族炭化水素、 水に分散   

２－２ 使用例 （ 溶液製品への混合操作 ） 

     ＳＢＲのトルエン－ＭＥＫ溶液からなる接着剤商品を常温下に撹拌しているところに、７０℃に加熱、融解させたビオミセ 

    ルＢＮ－２１００をＳＢＲ純分の５％を徐々に添加し、均一溶解させました。 

２－３ 帯電防止効果の測定結果 

  （ 処理１ ） １ｍ四方の大きさの厚さ３ｍｍの透明アクリル板に、ビオミセルＢＮ－２１００を５％複合させたＳＢＲ溶液を均 

          一に塗布した後、７０～８０℃に加熱して溶媒を蒸発、除去して、常温に戻し、靜置させました。  

  （ 処理２ ） 処理１と同様の透明アクリル板にビオミセルＢＮ－２１００をＳＢＲ純分の５％複合させているＳＢＲの 

トルエン－ＭＥＫ溶液を均一に塗布した上に、新しい透明アクリル板を重ねて接着させた後、常温で１週間、 

靜置させました。 

     しかる後、処理１と処理２で作成した測定試料を２３℃、５０％ＲＨ条件に靜置させた後に、表面抵抗率と摩擦帯電 

性の有無を前述のＮＢＲの電気特性改質試験の方法と同様にして、調べました。 

○ 測定条件            ２３℃ ，５０％ＲＨ下に測定試料を４８Ｈｒ靜置 

○ 表面抵抗率の測定方法   シムコジャパン㈱製 ＳＴ－４型表面抵抗計 を使用 

   ○ 摩擦帯電性の観察   乾燥させた綿布で２０回、強く連続摩擦を施した後、１ｃｍの距離にある紙片の吸着状態を 

                    調べる。 

○ 電気特性改質結果   

対 象 測 定 部 位 表面抵抗率（ Ω／□ ） 摩擦帯電性 

ＳＢＲのトルエン－ＭＥＫ処理前のアクリル板 ＞１０１３ 有り 

（処理１） ビオミセルＢＮ－２１００を複合させた 

ＳＢＲ溶液をアクリル板塗布し、製膜させた面 

２．５×１０９ 無し 

ビオミセルＢＮ－２１００を複合させていない 

   ＳＢＲ溶液で２枚のアクリル板を接着させた最外面 

＞１０１３ 有り 

（処理２） ビオミセルＢＮ－２１００を複合させている 

   ＳＢＲ溶液で２枚のアクリル板を接着させた最外面 

３．２×１０12 無し 

★、ビオミセルＢＮ－２１００を共存させているＳＢＲでは、マトリックスへの浸透力に勝る成分と電荷 

漏洩機能を発揮する成分との協力作用が有効に働くために、処理を施していない最外面の静電気防止作 

用までも有効に行うことを可能にしています。 

ゴム溶液添加用・ 帯電防止剤、   「ビオミセルＢＮ－２１００」  
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③  

    ビオミセルＢＮ－１０５は、次世代の化学物質分類に属する物で、現在、各種プラスチック材料にそれぞれ適量複合させ

ることで、幅広く利用できるために注目されているドナー・アクセプター系分子化合物型帯電防止剤です。そして、 

対象樹脂の構造中のメチレン基と多重的にファンデルワールス結合して、マトリックス中に極小粒子となって安定分散し、 

帯電荷の発生と同時に電荷移動遷移して、それを撲滅し、さらに、自身の反対電荷を効率良く輸送させるという新機構

によって静電気防止作用を継続して持たせる極めて有益な製品です。 

その卓越した性能は、ＰＥ、ＰＰ、ＣＯＰ，ＣＯＣ、ＴＰＸなどのそれぞれにセグメントの異なるポリオレフィン類に印加した強制

帯電荷を１ｓｅｃ以内に９９％以上減衰させることで証明されています。 

   ここでは、機能性ゴムしとして使われている共重合系のＥＰＤＭに複合させた例を紹介します。 

３－１ ビオミセルＢＮ－１０５の性状         

★ 外観 （ ２０℃ ） ： 淡黄色固体    ★ 水分 （カールフィッシャー法） ： １ ％ 以下 

   ★ 融点  ： ６０±２ ℃            ★ ｐＨ  （ １％水－ＩＰＡ溶液 ）  ８．０～９．５ 

３－２ 使用例 （ 混合練り込み押し出し加工 ） 

    ＥＰＤＭ原体に対して２％分に相当する量のビオミセルＢＮ－１０５を混合させ、加熱ロールを使用して、練り込み押し出

し加工を行い、厚さ３ｍｍのシートを作成しました。 

３－３ 帯電防止効果の測定結果   

○ 測定条件            ２３℃ ，５０％ＲＨ下に測定試料を４８Ｈｒ靜置 

○ 表面抵抗率の測定方法   シムコジャパン㈱製 ＳＴ－４型表面抵抗計 を使用 

   ○ 電気特性改質結果   

対 象 測 定 試 料 表面抵抗率（ Ω／□ ） 

ビオミセルＢＮ－１０５ 無添加 

ＥＰＤＭシート 

＞１０１３ 

ビオミセルＢＮ－１０５ ２％複合 

ＥＰＤＭシート（第１面） 

部位 １ 部位 ２ 部位 ３ 部位 ４ 

５．０×１０９ ３．２×１０９ ４．０×１０９ ４．０×１０９ 

ビオミセルＢＮ－１０５ ２％複合 

ＥＰＤＭシート（第２面） 

部位 １ 部位 ２ 部位 ３ 部位 ４ 

４．０×１０９ ３．２×１０９ ４．０×１０９ ３．２×１０９ 

★、他のポリオレフィン成形物と同様に、ビオミセルＢＮ－１０５をマトリックス中に安定分散させたＥＰＤＭシートは均 

質な半導体に改質されており、３年を経過しても全く変わりなく、無帯電製品としての性能を保持することを確認して

います。 今後、自動車用、建築用などの工業製品に限らず、家庭用品にも利用して頂きたいと考えております。 

ＥＰＤＭ・ＰＵ用・ 帯電防止剤、―「ビオミセルＢＮ－１０５」の応用製品 
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④  

    「ビオミセルＢＮ－１３００」は従来から多くの用途に使用されておりながら、首尾よく帯電防止性能を付与することマ

トリッスの構造上難しかったウレタンゴム製品に対して、合成の段階から原料と反応させてセグメントの中に組み込

み、ポリマーマトリックス全体をイオン型高分子帯電防止剤として、電気特性改質するという発想のもとに開発した

特異性帯電防止剤です。 

４－１ ビオミセルＢＮ－１３００の性状       

 外観 （ ２０℃ ） ： 赤褐色透明液体 

    水分 （カールフィッシャー法）： １ ％ 以下 

    比重 （ ２０℃／４℃ ） ：１．０４０ ～ １．０５０ 

    ｐＨ  （ ２０℃、２％水溶液 ）：７．５～８．５ 

４－２ 使用例 （ 注型反応成形法 ） 

      ポリオキシエチレングリコールとポリオキシプロピレングリコールとの共重合体からなる平均分子量４０００のポリエーテルに、

常温でビオミセルＢＮ－１３００を全仕込み量の２％分に相当する量を均一溶解させたところにトリレンジイソシアネートを

投入して、重付加反応を行い、永久帯電防止性ウレタンゴム製品を製造しました。 

４－３ 帯電防止効果の測定結果  

○ 測定条件            ２３℃ ，５０％ＲＨ下に測定試料を４８Ｈｒ靜置 

○ 表面抵抗率の測定方法   シムコジャパン㈱製 ＳＴ－４型表面抵抗計 を使用 

   ○ 電気特性改質結果   

対 象 測 定 試 料 表面抵抗率（ Ω／□ ） 

ビオミセルＢＮ－１３００無添加ウレタンゴム 

 

７．９×１０１３ 

ビオミセルＢＮ－１３００ ２％複合ウレタンゴム 

 

３．２×１０９ 

５０℃の温水に１Ｈｒ浸漬した後、乾燥処理した 

ビオミセルＢＮ－１３００ ２％複合ウレタンゴム 

２．５×１０９ 

５～３０℃および２０～６０％ＲＨの可変条件に２年間放置後の 

ビオミセルＢＮ－１３００ ２％複合ウレタンゴム 

２．５×１０９ 

 ★、ビオミセルＢＮ－１３００でウレタンゴムに優れた帯電防止性能を付与させることが、可能になったことで、今後、工業用とし

てもさらに需要が広まって行くことが予想されますが、この製造処方によりなる物を中間体として用い、発泡製品を誘導す

ると、新規で有用な帯電防止性緩衝材料になることが期待できます。 

以上    

ウレタンゴム用・ 反応型帯電防止剤―「ビオミセル BN-1300」の反応型 

 

 

 

ビオミセル ＢＮ－１３００ 



6 

 

⑤ ＳＢＲシート用・ 帯電防止剤―「ビオミセルＢＮ－１０５」の応用技術 

従来、ＳＢＲゴム製品で静電気対策が必要な製品には、主に導電性カーボンを添加することにより性能を

得られていましたが高価格であり、必ず黒色系の製品となること等が大きな欠点でした。 

今回、ここに発表する事例は、ＳＢＲマトリックス中に弊社新開発の分子化合物型帯電防止剤「ビオミセ

ルＢＮ－１０５」を少量、均質に存在させることで電荷漏洩拠点を構築し、これは有機化合物系でもあり、

少量添加で十分な性能付与可能な特性を持つため、ゴム自体の物性や劣化を生じさせずに、再現性良く帯

電防止性能を付与できるという新技術であります。 

この技術により、帯電防止ＳＢＲゴム製品への価格低減と同時に、帯電防止性能を付与されたカラーゴム

製品製造への可能性が生まれて一層利用用途が広がる事になる筈であります。 

 

 

              帯電防止・カラ―ゴムシート参考例 

 

⑤－１「ビオミセルＢＮ－１０５」の性状 

  ★ 外観 （２０℃）： 単黄色固体  ★ 水分（カールフィッシャー法 ：１％以下 

  ★ 融点      ： ６０℃±２℃ ★ pH （1%水―ＩＰＡ溶液)  ：８～９．５ 

 

⑥ ２ 使用例（混合練り込み押し出し加工） 

ＳＢＲ原体に対して２％分に相当する量の「ビオミセルＢＮ－１０５」を混合させ、加熱ロールを使用して、

練り込み押し出し加工を行い厚さ２ｍｍのシートを作製しました。 

 

  〇 測定条件        ２３℃、５０％ＲＨ下に測定資料を４８Ｈｒ静置 

  〇 表面抵抗率の測定方法  シムコジャパン（社）製ＳＴ－４型抵抗計を使用 

  〇 電気特性改質結果     

   測定試料         表面抵抗率 （Ω/口） 

ＢＮ－１０５、無添加品          ＞１０１３ 

ＢＮ－１０５，２％添加 

 ＳＢＲシート表面 

  部位１ 部位２   部位３   部位４ 

２．０×１０
１０

 １．６×１０
１０

 ２．５×１０
１０

 ２．０×１０
１０

 

ＢＮ－１０５、２％添加 

 ＳＢＲシート裏面 

  部位１   部位２   部位３   部位４ 

２．５×１０
１０

 １．６×１０
１０

 ２．０×１０
１０

 １．６×１０
１０
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  〇 ＳＢＲシートの表面の電荷減衰率測定結果 

 

 

★ ここに、硬質ＳＢＲシート製品の表面に、ＪＩＳ－１０９４に準拠して１０ｋｖの電圧を３０ｓ印加して、 

強制帯電させている状態からの帯電荷減衰率特性を測定した結果を上図チャートは示すものです。 

  通常使用品のＳＢＲシートでの強制帯電荷（赤線）が３分を経過しても殆ど減衰しないのに対して、 

  「ビオミセルＢＮ－１０５」を２％均質混合させて製造した新規なＳＢＲシートでは５０％減衰時間が 

０、５秒であり、さらに、５秒以内に完全減衰するという卓越した帯電防止性能を発現させています。 

ＩＣ機器周辺に置かれて使用しても、全く安全です。 

 

★ 車両の自動運転化やハイテク機器の利用が進むにつれて誤作動の原因の静電気対策は、不要と思われ

ていたゴム製品に対してまでも及ぶ筈であり、コスト面軽減や、カラーバリエーションも増えるこ

とでデザイン性向上に役立つものであり、多方面に利用される機会が増えることと思います。 

                                                                以上 

 

 


